
平成25年８月22日（木）実施

■ 研修Ⅰ「授業づくり」

初任者及び10年経験者の異年次の教員が，合同研修の中で協働して学ぶことを通して，実践的指導力やセ
ルフマネジメント力を高める。

概

要

■ 研修Ⅱ「能動的学習について」 教育研究所 教職員研修班

■ 研修Ⅲ「言語活動の充実をめざして」

～言語活動の充実をめざす活動事例～

⑴ スーパーへ見学に行き，どのような場所にどのようなも
のが置かれていたか話し合う。

⑵ クリスマスが近づいているが，シャンパンをどの売り場
に置けば一番売れるかを考える。
① 飲み物コーナー ② ケーキ売り場 ③ お店の入り口

⑶ 意見を出し合う。
「私は＿番の＿＿に置いたら一番売れると思います。」
「理由は＿＿＿＿＿＿だからです。」

〈受講者の感想〉

• 10年経験者の先生方から「子どもの現状から目指す子ども像
を考え, そのために必要なスキルを言語活動を通して育ててい
きたい。」という話があり，なるほどと思った。私たちの班は
教科で考えていったが，他の班の発表を聞くと，紙芝居や新聞
記事など，多種多様であり，発想を広げることができた。

• 白紙の状態からチームのみんなで同じ目標に向かっていく楽
しさがあり120分があっという間に過ぎた。２学期からの実践に
役立つグッズとして「ペア対話の仕方」をチームで考えた。
チームのメンバー役割分担をし，それぞれの得意分野で活躍で
きたのではないかと思う。

チーム協働研修Ⅱ（初任者研修・10年経験者研修合同開催）

初任者と10年経験者の教員が，グループ
を構成し，初任者が1学期の授業実践を発表
して,意見交流を行うとともに，10年経験者
の先生から，指導・助言を行いました。

グループごとに，「言語活動の充実をめざして」をテーマにワークショップを行い，協議及び，２学期以降
活用できる成果物の作成並びに，全体でのシェアリングを行いました。

この活動は，最初から
班にした方が効果的だね。

1分でも個人思考の時間
が必要ではないか？

子どもたちにどのよう

な力をつける？
生きる力

各教科・領域における能動的学習の実施
～自ら学ぼうとする正解探求型学習～

学習定着率「Leaning pyramid」【図１】に示されてい
るように，講義（受動的学習）だけでは学習の定着率は
５％ですが，学んだことをすぐに言葉に出す，他の人にす
ぐに教える（アウトプット）という学習方法（能動的学
習）を授業の中に取り入れることによって，学習内容の定
着率があがると言われています。授業の中に子どもたちが
能動的に学習する場面を多く取り入れていきましょう。

・受動的学習→「正解コピー型学習」
・能動的学習→「正解探求型学習」

どちらも重要

【図１】
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